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r�'代ギリシアにおける衣服は身体の動きと，

それにともなう布の流れとが一体となって非常

に美しい積装状 態を示している。 その着衣の様

子は， 陶画 ・ 彫刻 ・タナグラ人形な どに見られ

それらをもとにして裁断方法・着装方法は服装
史の著書の中で詳しく述べられている。 だが衣

服の文様については一般に， ごく大ざっぱな記

述しか見られず， 古代ギリシアでは衣服の文様

に人々の関心がいかなかったのではないかとさ

え恩われるほ どである。

しかし文様史のー資料として， 古代ギリシア

の建築装飾や， 陶画について調べて見ると， そ

こにつけられているのと非常によく似たモチー

フが， 陶商の中の人像や 彫像の衣服に見られる

のである。 ことに陶画においては陶器自体の装

飾文様と， そこに描かれている人像の着用して

いる衣服の文様とが， 同ーのモチーフである場

合も度々見られる。 これは単に調和の涼理にも

とづくデザイン的な配慮なのか， あるいは実際

に衣服の文様モチーフとして使用されたものな

のか どうかということに強い関心をもった。 オ

*本学講師 服装デザイン， 文様史

リー ブ油やワインを入れる容器として， 謹や大

盃な どの陶器は，いわば生活の必需品であった。

このような物にさえ豊富なモチーフを駆使し，

すばらしい装飾をした人々が， 日々， 最も身近

かに着用していた衣服の文様に無関心であった

とは考えにくいことである。

一方， 彫像の着衣について見ると， それらの

中には， やはり類似した文様モチーフをレリー

フで表現し， さらにその部分に目立つ色で着彩

をしているものもある。 彫刻は立体の表現に特

性を示し， 衣服の細やかなドレープの起伏を表

現するのは 当然のことであるが， そのドレープ

の上に衣服の柄を 彫り込むということは 当時の

人々が文様に並々ならぬ興味を持っていたこと

を示すのではないかと考えられる。

そこで文献を手がかりとして， 古代ギリシア

の衣服に文様がつけられていたか どうか， つけ

られていたとしたら， どのような文様モチーフ

が用いられていたかについて考察を試みた。 古

代ギリシアの年代に対する見 解は様々であるが

その盛期， BC 5世紀を中心として， BC 6 世

紀- BC4 世紀を対象とした。 この時代は， ア

ッティカ式陶器の黒絵式及び赤絵式といわれる

技法の盛期でもある。
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I 衣 Jjl1 

1 衣服の名称

男女とも， 一枚の布を留め具や帯を使って身

体に着つけるドレー パリー(dra per y) で， その

布の大きさや材料・着装方法な どによって名称

がことなる。衣服 地は着分ごとに織りあげられ

た。布の大きさはおよその自安となるものがあ

ったが， 多少のちがいは着方でいくらでも調節

することができた。着装方法については， たい
ていの服装史の木にかなり詳しくのべられてい

るので， ここでは名称、と特徴とを簡単にのべる

だけにする。
(1 ) 女子服

1) ぺプロス(p 巴p los)一- BC 7 世紀末まで

は， 全ギリシアの婦人が着用していた。アッテ

ィカ式胸器の黒絵に見られる通り， シンプ ノレな

衣服である。 最も単純なものは， 身体の左側に

;{fjの輸になるところがくるようにし， 両肩のと

ころで留め具でとめただけである。その布の大

きさは， 若用者のネックポイントからつま先き

までの丈と， 両手を広げた状 態の肘から肘まで
の2倍のi隔であった。その後， 丈をもっと長く
し， 折り返して 胸部が二重に なるようにした

り， 帯でしばったりするものも出てきた。アテ

ナイの婦人が独特の衣服を着るようになると，

それと[R1JIJして， ドリス人の着る衣服を， ドー

リック・キトンとよぶようになった。 ベプロス

の折り返しは長くなり， 腰より下までくるよう

なものもあり， またl臨も広くなり， そのため帯

で長さを調節するようになった。この折り返え

しはアポフ。ティグマ(a pop tyg ma )， 帯によって

長さを調節する時に生じるふくらみは コ ノレポス

(kolpoめといわれ， 両者が， ぺプロスの特徴

となり， このつりあいをとることが着装上の婆

，侭となった。

2) キトン ( chiton)一一麻布による衣服の

ことである。特にアテネの婦人に好まれたとこ

ろから， イオニア式衣服=イオニック・キトン

といわれる。キトンは麻というセム諸に由来す

るのであるが， しだいに材料に関係なく衣服の

名称、として使用されるようになった。イオニツ

ク・キトンは， あらかじめ脇が縫い合わされて

いることと， 留め兵の数が多いことに特色があ

る。丈は着用者の身長位であるが I揺が広くな

り， 両手を広げた時の手jぎから手首までの2 f告
の布を使用した。そのため， 屑から手首までの

開に， 片側だけで数個以上の留め具を使用して
前と後とを留めあわせた。また腕の動きが自由

に出来るようにし， 衣服を身体におちつかせる

ために帯を使った。この帯のしめ方にもいろい

ろな方法があり， 着装上の変化を出している。
3) ヒマテイオン( hima tion)一一毛織物に

よる長方形の外衣である。長さや幅が一定では

なく， 着衣の仕方も大きさや用途によってちが

い， たとえば喪の時には， その一部で 頭をおお

ったりした。一般的な着方は片仮.1]の紋下から前
も後も斜めに布をひっぱりあげて， 反対側の粛

のところで， 留め具でとめる方法である。 初期

には主として気滋調節の役割jをし， 冬は厚 地の

もの， 夏は薄 地のものを用いたが， しだいに薄

地のものが主流となり， いわばおしゃれ着とな

って， 文様や色彩に意置をこらすようになる。

(2) 男子服
1) キトン一一女性のものに比べると， ずっ

と簡単で布の使用最も少ない。長方形の布の 両

端を縫い合わせ河肩で留めた。しかし， )協を鑓

わないものもあり， ヒマテイオンのように， 片

方の膜下が輪になるように布をもってきて， 反

対側の駕だけとめる藷方も多かった。

2) エクソミス(e xomis)一一叩屑をあらわす

という意味が示す通り， 肩があらわれるように

着装した。特に右肩をあらわすことが多い。 約

2.3 m X1.4 m {立の大きさで， 丈は短めにし， 留

め具や帯で調節した。

3) ヒマテイオンーーエクソミスやキトンの

上に外衣として若用した。丈は身長位であるが

巾は3 m� 6m {'立と種類が多く， 着装方法も様

々である。 貧者や哲学者は素肌の上にこれを着

用した。

4) クラミスCc hla m ys)一一兵士や青年のた
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めの小型の外衣である。1 m X :2 m {立で， 短い

キ トンの上に着-たり， ï藍接飢の上にきたりした。

ヒマテイオンとのちがいは， ふたつにおりたた

むと正方形に近い 四角形になることである。

2 材 料
被服材料はその土 地の気候条件と深いかかわ

りをもち， 衣服形 態の表現の美しさを左右する

要悶となる。 初期には自国産の材料を使用して
衣服をつくるが， 他の毘!との交流がはじまると

衣眼材料は比較的短期間のうちに新しい素材が

用いられ， それを使うことによって形 態にも多
少の変化を生じるようになる。

(1) ウーノレ

ウール はこの 地方において 最も早 、々時期に広

く用いられた材料であり， f也の材料が使われる

ようになっても全体の中で出める率は 最も多い

ものである。それは士 地柄，穀物の栽培には不向

きであったが牧議には向いていたからである。

ここで飼育していたのは小型で， 毛の短い茶色

い羊であった。 織りの 技術や織機についての記

述の中では， どのような材料の糸を使ったのか

が明確ではないが， 強絵に見られるかごの中の
ふわりとした物:ぇ鈍毛した羊の毛であると思

われる。 またカードCca rd)という諾は， 紡績工

桂のl:jJで繊維の毛波をそろえることで， 続くと

いう意味であることから考えても， 一般には，
毛織物を織ることをさしていたと考えられる。

ベプロスが毛織物で， かなりしっかりとした

布 地であることはよく知られている。また男女

共に用いた ヒマテイオンや，男子のエクソミス，

クラミスも特別な場合をの ぞけば毛織物であっ

た。布 地の厚さや質感にはかなり種類があった。

たとえば， 冬用の撚りの強い丈夫な糸で織られ

た淳隠の， 闘のヰ且いものはクライナ(chla ina )

とよばれ， テリストリアCt heristria ) ペヘ ク

ラニス (chla nis) といわれるのは， 夏用の薄く

てi怪いウ…ノレで、あった。また今日でいうウーノレ

.クレープ( woo l cr êpe) のようなしiぎのある

ものも用いられていた。

(2) 麻 一ーがi述の通り， キ トンが麻から作ら
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れた衣服であることを意味し， 実際に麻が使わ

れていたことからもわかるように， BC 6世紀

には， ウール につぐ被服材料であった。ウール
と 同じように， 麻にもいろいろな質感をもった

ものがあり， フラックス(f la x) でつくられた

リネンやへンプ( he mp) でつくられたりネン，

アマノレガス(a morg os)， ピサス(b yss os) など

が用いられた。アマノレガスはその蔵 地アマノレガ

ス島の名に由来するもので， 細く， しなやかで
上質な麻である。 ピサスは著者によって意見の

分かれるところであるが， 臼または黄味をおび

ており， その種類が多く， 細くて光沢のある繊
維で， 絹と見まちがえるようなものがある一方

光沢がおさえられていて， 木綿のように見える

場合もあった1)。 いずれにしても， アマノレガス

とピサスは高価なものであり， なかでも， 透明

感があり， 光沢があって， ごく薄い織物にした

ものは， クラシック時代のキ トンの材料として

最適のものであった。 彫刻における細やかなド

レープや衣服の中の肉体のまろやかな線を示す

表現方法からも， 非常に薄く， しなやかでしか

も弾力性のある布 地が使われていたことを知る

ことができる。光沢を出すためにオリーブ油に

ブラックスをつけておいて， それから織ったと

いうことである。そのようにすると， 絹のよう

な先沢が出て， まるでヨミネギのかわいた皮のよ

うになめらかになる。このように， オリーブ油

は繊維をやわらかくさせ， 光沢を出すと共に，

衣服の細かいひだづけをうまく長-もちさせるの

に効果的であった。この麻は， ギリシアではご

くかぎられたデソレタ 地方でわずかに育つ貴重な

農産物であったが，これだけでは不足で、 そのほ

とんどはシリアやエジプトから輪入していた。

エジプトでは BC3千年にさかのぼって， リネ

ンの使用をしており， 新王朝において， あの美

しい繊細なプリーツがほどこされた薄 地のカラ

シリスCka la s ir is )が器用されていたことを思

えば， この時期にギリシアに輸出していたこと

は 当然考えられることである。

(3)綿

綿布の使用は--11日に見られるが， あまり一般



的ではなかったようである。やはりギリシアで

は栽堵ができず， エジプトやスーダンから輸入

されていたが， それだけでなく遠くインドから

も輸入されていた。白 地が用いられていたらし

く， 先のどサスの説明をするのに， 綿に似た白

色であったとのべている。麻の中でも上質のも

のとされるピサスが綿のようであるということ

は， 逆に考えれば， 綿もまた上等の被服材料で

あったといえよう。

(4) 絹

絹は材料の中で， 最 も 高 価 なものであり，

よほ どお金を持っている者でなければ， 手に入

れることはできなかった。ピザ、ンチン時代にな

るまで， 何がまゆをつくるのかということが知

られていなかったといわれている。しかし， 中

国や， 北インドから， ペル シアの商人を通して

糸や織物を高価な値で買いとっていた。またな

かにはまゅのままで， 糸にされていないものも

あったが， それらは コス島で加工されてから，

ギリシアに持ってきていた。 絹を示す言葉は，

ヴェステス・ コア( ves t巴s coa )、 ボンピィシナ

(bomb ycina )， セリカ(serica ) の3種類である

が， セリカはシルクのことで， 他の2つは， シ

ノレクよりちょっと自がヰ宜く， 光沢がおとる。う

すくて 透明感のある布で， 娼婦がよく着用した

といわれている。なお娼婦の衣服は非常に高価
で華美であり， そのことがアテネの婦人の衣服

に対する意識を刺激し， 優美なものをつくり出
していく一因となっていた。

3 色 彩

ギリシアの服装は， 自またはベージュだった

といわれることが多いが， はたしてそうだろう

か。ジェームス・レーパーは「西洋服装史」の

中で， ミミギリシア人の衣服の色は 臼か， または

ウーJレ， 麻 地な ど， 布 地そのものの色であった

と考えられたことがあるが， これは間違いであ

る。叩とのべ、またNor r匂 H は、íC os tu me a nd 

Fa s hi on Jの中で， αギリシア， ローマの文筆

家によって， 色名の記述はなされていたが， 初

期の文築家がなじみにくい方法で書いていたの

で多くの言葉は原本を訳す時に記さ れ な か っ

た。そのことが色彩の使用をしていなかったか

のような感じを与える一因である。"とし， さら

にブ多くの衣服は， あざやかな色のボーダーが

おり出されていた。布端を装飾している柄や衣

服に散点しているパターンは刺繍柄か織り柄で

いずれも， とても彩度の高い多くの色が使われ

ていた。 川】と述べている。また， B la ck， J. A. 

のí A His tor y of F a s hi on Jの中では， ミ宅衣服

地に文様や色彩がないというのはまちがってい
る。それは服装の資料に， 陶器や，マ…ブノレのレ

リーフ， 彫{象を使ったことによる。叫} とのべて

色彩について， 一般に考えられていたことに反

論を示している。このような記述から考えると
キトンはその麻という織維の特性から日I�Iまた

は， オフ ・ホワイトな どであったが， そこにあ

ざやかな色のボ…ダー柄がつけられていたので

はないか。キトンの着装状 態を見ると， 布端の

ボーダー柄は， ドレープの波うつ織を明確に表

現するのに効果的である。 ヒマテイオンには，

色物があったことや柄があったことは述べられ

ている。それはキトンに， 部分的にしろこのよ
うなあざやかな色を使っていたことが素 地とな

っているのではないかと思われる。さらに ヒマ

テイオンは， キトンと 組み合わせて着用するこ

とが多いが， そのような時， キトンの然彩色及

び低彩度の色に対して美しく映えたにちがいな

い。文献に見られる色味の記述をもとに大別し

たのが表1であるヘ 単に赤とか緑というよう

に大まかな分け方だけでなく， 赤にも， パ一ミ

リオン， スカーレット， トル ー ・レッド， とい

うような使い分けをしており， またヴァイオレ

ット， トノレー ・パ…プノレ， ダーク ・パープ ノレと

いうように， 明るさの区別もしていた。

ギリシア神話のアラクネーと女神アテーナー

との競 技の中では， 百も千もの色がとびかい次

々と図柄が布に表現されていったとそのIl寺の様

子が描写されている九 これは， 文学的表現に

特有の， 過剰な色数であるとしても， 色彩に相

当関心をもっていたと考えられる。そもそも布

に文様をつけるというのは， 地とことなる色に

( 150 ) 



してはじめて視覚認識が容易になされ， その配
色が文様の美しさを表現する一要素となってい
るのである。

このような色を染めるのに用いられた染料が

何であったを断定するのは非常にむつかしいと

され明確に記述されることは少ない。 しかし 古

代の他の国々の使用状 態と合わせて， 次にあげ

るものが主として使用されていたと 考 え ら れ

る。 これらの天然染料は媒染剤や混合状 態によ

り， 多くの色味のちがいを染めだしたものと思
われる。

①ミューレ(murex}一 一 地中海沿岸でとれる

貝のー穏。 これからチリ紫， 青紫， 赤紫が染め

表I 色 の 総 類

自:ホワイト オフ・ホワイト

イエローイッシコ也ホワイト ベージュ

み五
灰:ライトグレー グレー ダークグレー

色
黒:ブラック

I工ら色 ワイ ン

1$:レッド スカーレット 硲赤色

i パ一ミリオン 赤茶 赤掲色

;f:i 

Jit土色 焦茶色

焚:イエロー イエロー・サフラン

サルファ

ン

ン

プ

一

一

一

リ

リ

レ

グ

々ノ

庁ノ

ケノ

ル

プ

ツ

プ

イ

ロ

ン

ツ
-
フ

フ

一

ア

ン

リ

ア

ン

グ

ド

ア

一

ル

ン

ジ

シ

ラ

一

リ

ト

メ

リ

エ

イ

エ

グ

ヴ

ラ

は糊
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色
資:

ライトブルー ブルー

グレーイッシュブルー ダークブルー

?写紫

紫:チリ紫 }t紫 パーブル

;1Jミ紫 サフラン

られた。 トル ーパープ ノレといわれる紫の色味の

濃いものは非常に高価であった。 それは1 gの

染料をとるのに8千 �9 千個もの貝が必要だっ

たからである。
①カシアス(ca ss ius) 一一肉桟の仲間の植物

性の染料で， 赤紫，ワインカラーを染めるのに

{吏った。 これから染められるのはパーブ。ノレオブ

カシアスとして区別されていた。

@カーミィズ(kermes) 一一一えんじ虫の一種

でその雌を乾燥して使った。 カーマイン(ca r­

mine) といわれる緋色を染め出した。

④マツダー(ma dder) 一一あかねの根でやは

り赤を染めるのに用いるが， カーマインよりも

黄味を少し帯びた赤となる。
@サフラン(sa ffron) …一黄色の 最も一般的

な染料である。 黄色はその他にもいろいろな植

物が使われ， 染め出される色味にも， 多くの種

類があった。 たとえば， へびのぼらず，わらび，

はりえにしだ， いらくさ腐の植物な どは皆， 黄

の染料となった。

@インジゴ(indig o) 一一護色の染料である。

この木の汁は， とりたては黄味であるが， 空中
の酸にあうと， あおくなることが早くから知ら

れていた。 これらの染料を 基本として， それを

組み合わせて他の色を染めていた。 緑は， 了度

よい染料がなく， サフランとインジゴ をまぜ，
また黒を染めるには， ダークレッドと， ブ ノレー

との重ね染めをした。 このように色味を暗くす
るのにはかしの汁ゃぎんばいかが適度にまぜ合
わされていた。

立 文様の種類

1 装飾文様のモチーフ

古代ギリシアにおける文化， 諸芸術は， ヨー
ロッ パ美術の源として高く評価され， それ以後
のヨーロッ パに多大な影響を与える。この芸芸術

の特性lじ①合理的な精神の上に築かれた空間

への適合， @立体におけるプロポーションへの

配慮， @健全な肉体の賛美， ④人関の内閣的な

苦悩表現の成功な どがあげられる。
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文様においては， 特に空間への適合が重要な

ことである。 それは， 文様が必ず何かにつけら
れることによってはじめてその存在意義を主張

するいわば附髄的・二次的なものであることに

よる。 さらにギリシアにおいて文様史上， 最も

意義の深いものは植物性の唐家文様という装飾

様式の確立であるヘ 唐草は実在の植物ではな

く， つるによって作られるそチーフをデザイン

的な配慮にもとづき展開する一様式である。 こ

のつるによって， どのような形の空間をも充填

することができ， しかも線のうごきがリズミカ

ノレである。

装飾モチーフのうちよく用いられたものをあ

げ簡単な説明を加えておくが， これらのモチー

フは， アレキサンダ一大王の東方遠征及びロー

マ大帝の強力な軍事力・政治力をもって 世界各

地に伝えられ，各々の国の晴好や風土により，変

形を加えられながら， なおその原型の片鱗をの

ぞかせ，近代にいたるまで使用されるのである。

1 )  アカンサス( a c a nth us) 一一アカンサスの

葉から図案化されたものとされ， コリント式柱

頭装飾に好例が見られる。 アカンサスの葉は大

きくてやや厚みがあり， その葉のきざみに特色

がある。 ギリシアではアカンサス ・スピノザ

( A c a nt hus spinosus) という種類が生育に適し

ており， 葉は， fむの種に比べると細く先が尖が

って， いわゆる鋸1密状になっている (図1 )。

2 )  ギリシア・パルメット(G reek pal m巴 tte)

1&1 1  アカンサス

一一一パルメットは植物の側面形のことである。

狭義には， 古代ギリシアにおけるこの種の形を

さすが， 特に他の閣のものと区別する時に， こ

のように闇名を冠して使用する。 ス パ イ ラ ル

( spir al ) と共に用いられることが多七 時には

弧状になる線に閉まれて1青草状の様子を呈する

(園2 )。

3) アイビ… ( ivy ) 一一常春藤の葉及び実，

花の図案化といわれている。 つる性のこの植物

は連続波状文の骨線として利用するのに好都合
である。可愛らしいハート型の葉と，粒状の集合

果は、優しさとリズム感を出すのに効果がある。

つるにつく葉の茎部を曲線的に処理することに
より，平行する帯状の面も，またI恨のふちのよう

な弧状の磁をも装飾することが出来る (図3 )。

4 )  ローグス (l otus) 一一ーエジプトにおける

ロータスはシンボリツクな意味をもっていたが

ここでは， もはやそのような意義をもたず空間

充填のーモチーフとして自由な発想のもとに使

用された。 花冠だけ扇形の空間をうめるために

使われることもあり， 茎と共に用いられること

もあるが :)さはàtl線となり， 1tびらの先端は連

弧状の文様の弧の一部にくみこまれて， この時

代の様式を示している。 なお， 三文ロータスと

よばれる三弁形のものが多い (図4 )。

5) オリーブ ( ol ive )一一平和のシンボノレで

あり， アテネ市の徽章であるオリーブはその葉
及びローゼット形の花が使われるが前記のもの

図2 ギリンア ・ パルjット
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にくらべれば， その使用頻度はずっ と 少 な い

(国5)。
の ローレノレ(Iau rel) 一一勝利のシンボノレで

あり， アポロの印である。 戦いの場において，

勝者の頭上に冠としておかれたり， 胸部を飾っ

たりする。葉のつき方により，対生はオリーブ，

E生はローレ/レといわれるが， 両者は木が似て

いるため混用され， いずれとも言いがたい場合

も多い。また中央の芸から出る葉の茎部に曲線

が用いられて， ギヲシアに特有の成主主の持つリ

ズミカノレな表現方法の導入が見られる(悶6)。

7) フレット(flet) --'，[;文， i L!文な どとい

われるが時代によって名称及び形がことなって

くる。4413にギリシアで用いられたものをさして

ギリシア ・ ブレットということもある。幾何学

的な文搬のI:jJでは 最もよく見られる も の で あ

るo i，'{1;; エジプトでも， すでに使われているが

ニ方に連続する帯状文として形をととのえるの

は吉代ギリシアの絢器における幾何学様式のH寺

代である。まがる方向を逆にすることによりrL!

繋文となる(悶7)。
的 スパイラノレ一一渦巻文は， イオニア式建

築. コリント式建築のヴォノレト(volut) によく

見られるが， その他の装飾の中にもよく用いら
;lt"るそチーフである。ギリシア ・パノレメットの

基l'fIlにJll v、て視覚的な連続文をつくりIUしたり

スパイラルの弧によって庶草の外形をつくり，

図3 アイピー

ミご\ぷご\ミとえ三b

留5 口ーレノレ 図6 オリーブ

その中にギリシア ・パノレメットをはめこんでfISf

主主広幅文様をもつくっていく(図8)。
9) ビーズアンドフィ }レ(bead s a nd wheel) 

一一一五及び糸取といわれるモチーフである。ド!

?杉又は長円形と， 糸主11:とが一対となっており，

単独で用いることはなく， ニ方連続文として使

用される(図10)。

10) エッグアンドダート(e ggs a nd da r t s) 

-gß線文と言われる通り， 卵形と鍬形とに類
似したものが一対になっており， 必らず一緒に

汗]いられる。しかし， ーユニットだけで)fJv、ら

れることはなく， ニ方連続文として使用される
(図9 )。

11) 波形文一一日本でいう波頭のような形で

ある。 先端はスパイラノレのようにくるりとまき

こむことが多い。これも連続文となる(図11)0

これらの文様モチーフの他に人像や， �f.土人三i三

献， 塁手j物文も見られる。人像は， ギリシア神話

の中に出てくる神々が多く， またホ メーロスの

詩の中の登場人物や， その物語の一場闘を構成

するメンパーとして表現される， 東方からの伝

米とされる怯献や， 神話によ1:\てくるセイレーン
(si re n)， ベガソス(p巴 ga so s)， ケンタウpイ

(ke ntau roりな どが見られる。

2 衣服の文係

陶磁には， そのモチーフである人像の務衣状

思4 l'ークス

1l!{]7 ブレット
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く)]��DC)WWく〉 x ]1i 
図9 ビーズアンドフィーノレ

人λλU
図8 スパイラル 図10 エッグアンドダート 図11 波 形 文

態の中で， 一般的な装飾モチーフと類似のもの

が衣服の文様にも見られる。この点について，
All en， A はrTh e Story o f  Cloth esJの中で

収キトンは着用者に合わせて裁断することはし

なかった。織機で丁度上い大きさに織られてい
たからである。色のついた線状のボーダーや，

模様のあるボーダーが布の 両端にあった。その

柄は幾何学的な柄であり， 時には動物や人像が

あらわされていた。 同じ文様はギリシアの建築

において見られるものである州。とのベ， 建築

の装飾モチーフとの類似性を指摘している。
また， A braha ms， E. B.はrGr ee k DressJ 

の中で， タリミアのケ ノレチから発見された石棺

のおおい布の中のある物は， BC4 世紀のギリ

シアの蜜絵をおもい出させるとして， その一例

をあ げている。 収i也色は黒である。 そこに赤と

明るい赤褐色でいろいろなデザ、インがなされて

いる。何本かの帯状に区分して文様がつけられ

ており， 戦車の 戦いの場・商をあらわし， そこに

鳥や獣が散点している。それらの匹分は， 各々

ちがう柄 となって おり， そうしたものの 多く

は， しばしば牽に見られるものである。 町0)こ

の 地色とそこの柄との配色は， まさに赤絵式と

類似しているといえよう。 同著の中に， 1875年

に， 出土した布の断片の写真をのせて， 解説を

している。このケ ノレチから発見された布の文様

について， Hou ston， M. G は rAn cient Gr eek， 

Ro man and Byzant in巴 Co stu me & D e corat ionJ 

の中で， 彩色のあるさし絵を使って， 技法及び

文様の展開方法についてのべている日}。

圏12f土陶画の装飾文様と， 交差絵に掛かれた婦

人の衣服の文様を示したものである。これらに

見られるようなモチーフは， 図13に示したケ ノレ

チからの布の断片に見られるものと非常によく

似ている。このように， ケ ノレチで発見された布

の断片は， 衣服 地の材料， 文様， 色彩な どが，

文学や議絵， 彫像にあらわされたものと非常に

よく似ていたことを示して， 歴史の生き証人と

いわれる陶画の真実性を物語る貴重な資料であ
る。これらの点をふまえて， 衣服に用いられた

文犠を， その種類及び肥置についてまとめたの

が表2， 表3である。

文様の種類の中で， 特に目立つのは ギ リ シ

ア・パ ノレメットであり， 塗絵の中では衣服のiご

レープによる柄の分断を無視し， パ ノレメットの
形がはっきりわかるような表現をしているのを

見ると， 当時の代表的なモチーフとしてとりあ

つかっていたことがわかる。ギリシア・パ ノレメ

ットだけで全体柄を構成する例は見られず， 多
くはボーダーとして ニ方連続状に用いている。

またポイントti13としてキトンのJl勾音Eや， ヒ マテ

イオンの コーナーにおかれる。スパイラ ノレとの

組み合わせも多く， 図13 bのように 両者によっ

て広rll唐草文を構成するのは， 査絵自体の装飾
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図12 mi'絵のモチーフ

にみられるのと 同様である。その他の植物文は

ニ方連続文として， ボーダーのそチ…フに使用

されている。なお， フローラル(fl or al ) という
言普がよく出てくる。それは どの花ということは

できないが， 花のデザインと見られるものをさ

してい冶。花は 古今東西をとわず， 女性に好ま

れるもので， それを刺繍な どで， 衣服の柄とし

て使用することは充分考えられる。これらは，

建築の装飾モチーフな どにはあてはめにくい発

想である。フレットは特にボーダー柄に見られ

そのパリ エーシヨンは多い。 ブレツトを単純に

つないだもの， 他のモチーフと交互においたも

の， 方向をかえたもの， 方向をかえて交差する

ことで山形を構成するものな どである。また，

格子のます自の中に， ーユニットづっ入れて，

全体柄をつくる場合も見られるが， フレツトだ

けで全体を装飾することはない。パ ノレメットに

劣らずギリシア人に好まれたものと思われる。

ストライプは， いわゆる縞柄とはちがう意味

で， ブロード ・ストライプ(a brood st r ip e ) と

して区別されている。ボーダー柄として， 最も

多く用いられていた。ある程度のl隔をもっ直線

状のもので， ペプロス・キトン， ヒ マテ イオン

な ど， 衣服には どれにでも適用される端 模様で

ある。簡単な場合は， 布の片方の端だけに入れ

るが， 両端， 三方， 四方に入れる例も多い。庶

民はもちろん奴隷や職工でさえも， 一本の線を

入れる位の装飾はしていたといわれるほ ど， こ

れは， 広範囲の衣服に用いられていた。

星状・米学状・点状な どの細かい柄は， 全体

に散点状に用いられていた。また格子や縞も，

1m方連続文を構成して， 全体柄となっていた。

更に格子やネット丈は， その中に， 0， X， 、/

な どの細かい図柄と 組み合わされていることも

多い。

パネ ノレ柄は衣服 地の長方形をひとつの画面と

見たてて文様の配置を行なうものである。数種

類のそチ…フを 組み合わせているものが見られ
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図13 ケノレチ出土の:;(jîa-c] 殴13 ケノレチ出土の布e h 
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表2 衣服の文総の種類

ギリシア ・ノfルメット

秘 ロータス

物 アイビー
ローレル

文 ローゼット
フローラル

ブレット日数
I立 ブロード・ ストライブ

車線 ジグザグ

幾 自ヲ チェ yク
ダベアパー

ギィロウシュ(なわからみ文)
i泊 スノfイラ)�何 ねi 波形文

む') エッグアンドダート
ネット

:立; スポット(0怒)
そ

クロス(X�n
σ〉

スター(旦状){批 米字(�� . ※) 
重治 フイオン

物 グック
ホース

文
グI)フィン

人{象 lì安土

図14 パネル柄

る。 図14は， チェッカーボード， エッグアンド

ダート， フレット，ジグザグ，パ ノレメットの 組み

表3 文様配ib:とHiJlí(

活4i笈 秘; 綴

連 絡子
4H53ゴヒ� I *i::j 

全 納 lj戎!認場面
llX I 1三状

斗こ;tk
f本 … O�担キilj I �y，よm土二

ノ"1レメットノf
干潟 ネ フレ ッ ト

などの組合わせjレ 波 形 文
柄 23

ブロード ・ ストラ イブ
ボ ブレット

音[\ I I フレットと制約モチーフとの総合わせ

タや ノマノレメット

| ノマルメットとスノぐイラJレ
f::::" 

波形文がj
ジグサrグ

約 7 パルメ yト
ン ノりレメットとスノマイラlレ
ふ マスク(仮前)

合わせによるバネ ノレ柄である。

盟 文様とその技法

文様は 当然のことながら， 何らかの 技法を用

いて本体にっけなければならない。 そのことが

一 方では文様発生の一因とも考えられ， 同時に

文様表現上の特性と制限とに関与する。 古代ギ

リシアにおいて， 衣服の文様づけに深いかかわ

りをもつのは 女性である。

1 女性の生活と織物 技術

女性は男性の監視下におかれ， 男性の支配の

もとで， 命ぜられるままに家の中ですごすのが
普通であった。 しかしスパル タの 女性と娼婦と

は例外であり， スパ ノレ タの 女性は戸外に自由に

出ることができ， 男性と共に軍事訓練をうけ身

体を繰え， 活動的な生活をしていた。 娼婦は英

しく着かざって宴席に参加し， 男性と共に知的
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な会話を楽しみ婦をうることに専心した。 アテ

ネを中心として， {むの女性はすべて， 子供も，

年ごろの娘も， 結婚した婦人も， 女の奴隷もみ

なギネ セウム(gyneceum)といわれる「女部屋」

で生活をしたO その部屋はたいてい家の奥の方

にあり， まるで監禁されているような状態で，

錠がつけられていた。 その家の主人によっては

そこに鍵をかけて， その古1)康からも自由に家の

中に出ることができないようにしていたといわ

れる。 その1どの部践の中に織機や， 織りに必婆

なj::y， 糸まき， かせくり器などの諸道具がおか

れ， この家の女主人が， 奴隷を使って糸を紡が

せ， 王手織りなどの筒上手なものは織りあげるよう

に指導した。 家庭管理の中でも， 織りの技術的

なことは， その家の主婦の最も重要な仕事であ

り， 主人の買ってきた毛や， 糸を使って織物に

し， 家族の衣服に仕上げる義務をおわされてい
た。 複雑な織り方や， 模様のあるものなどは，

主婦自ら， 仔を使って織りあげたということか

ら考えて， 女性は， 織りの技術にすぐれ， 色の

組み合わせなどにもそれなりの見識をもってい

ることが要求されていたことがわかる。

このような場面について， セノレトマンは「古

代の女たちJの中で次のように描写している。

収ただ一人情子 きわめて現代的な型のーー

に坐っている女がこの家の主婦で， 彼女は紡ぐ

ための準備として， 大きな能から羊毛を引き出

している。 その左側に 3人の姿がひとかたまり

になっているが， うち二人はもっぱら粁で未だ

枕いていない毛玉の目 方を量っている。 この長

い絵のいちばん右端には織機があって， そこに

はおもりで支えられて床まで垂れた毛糸をかけ

た織機があり， また小柄な女がこ人いてーーそ
の一人は髪が短いので奴隷であるが一一織るの

に忙しい。 このグループの左に能から羊毛を引

き出している女が一人と， べつに一人が毛巻き

棒と紡錘とで紡いでおり， 国のヰ1心に近いとこ

ろにはニ人の女がすでに織りあげられた布をた

たんで台の上に積み重ねている。"12) (国15)。

主婦はまた自分の娘に織りの技術を教え込ん

だ。 女の部嵐での単調な生活の中で， 娘遠の関

函15 織りと女

心は衣服にむけられ， すばらしい衣服をつくる

ことは唯一の楽しみでもあったO 女性の生活は

娘H寺代も結婚してからも大差はなく監視者が父

親から夫に移るだけのことであったO このよう

な環境の中で， 高度な織物技術をもつことが，

女性として高い評価をうけるのに最も有益であ

り， そのことは高貴な婦人であれ， 貧しい町人

であれ，女性であるならば皆同じことであった。

ギリシア神話の中で， α大神ゼウスの頭部か
かっちゅう やり

らすでに武装をし， 甲腎をつけ槍と楯とを持っ

て生まれた" 女神アテーナーは， 種々な芸能や

技巧， ことに婦人の仕事の発明者乃査は指導監

督者とされた。 αアテ…ナー ・ エノレガネーは特

にその中でもまた婦人の糸を織る働きを苛り，

いわば， 紡績会社の守護神たるにふさわしいも

のである"。 とされ， 女性と織物との関連及び，
織物技術の重要性についてのべている。 ささに

あげた女神アテーナーと町娘アラクネーとの技
くらべや， rオデュ ツ セ ィア」の中の宝蛇へレ

ネーが， 自ら居間に織機をすえて織っていたこ

とことなども， 当時の織物技術を物語るもので
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図16 I妃へレネー

あるω(閣16)。

このように女性と織物とは深い関係があり，

彼女たちの人生の主要な部分をしめており， そ

のことが， 単調ではあるが根気のいる織物の技

術発展を促進させたともいえよう。

2 栴つけの技法

衣服地への文様づけは大別すると， 織 ・ 染 ・ 刺

繍の 3種であり， これらが単独または複合して
用いられるのは， 今日と同じである0

0 織柄……織柄はまず第一に， キトンやベ
プロス用の布の片端に線状のボーダーとして用

いられた。 今日， 私達は背丈に対して布を縦地

に使用するのを基本的な用い方としているが，

当時は， 横地も用いていた。 Kぬler，C.はiA

History of CostumeJの中で， α衣服のすその

方にはプレーiごがついていた。 それは時に織端

のままであった03314}とのべており， Norrisは男

子用の短か沼のキトンの着装図15) と共に， プリ

ンジについて説明しているが， 右側にくるフリ

ンジは， 織りはじめと織り終りの遊び糸をその

ままにしていたのではないかとのべている。 ま

た織機の大きさと， 使用する布の量とを見ると

むしろ横地の方が多かったのではないかと思わ

れる。 その場合， 着装状態において， 横に一本

の線を入れるということは， 経糸に色糸を張る

ことで容易に織り上げること が で き る。 衣服

の右側に， 前布と後布に各々， 線が入ってい

るものは， 織りの始めと終りとに緯糸で色を入

れたものであろう。 このように柄自体に方向性

のない場合は， 縦i也でも横地でも， 特別な配慮

をすることはないが， 図16のような動物文の場

合， これを横地に使用すると動物は横にたおれ

た状態になる。 のちにキトンは脇を縫い合わせ

るようになるが， この時， 縦地に使うには， 使

用する;;(rîの中央を切って， 同脇に縫い院を作れ

ば， 方向性の問題は容易に解決できたのではな

いか。 このように縦地に使用するならば， 織り

込みの柄は緯糸によって行なうことが出来， 文

様の方向性についての認識は視覚的にずっと楽

になるはずである。

織り柄は， 全体柄にも用いられた。 全体に散

点する細かい柄は織りによって表現されたとい

われるが， 実際に織物をして見ると， 単純な幾

何文を全体に入れるのは比較的容易に行なうこ

とができることがわかる。

2) 刺繍柄一一刺繍についての説明にはたい

てい， イラパレイト(elaborate)という語がつ

けられている。 これは， いかに力をそそぎ精巧

なものに 仕上げて いるかを示すもの である。

刺繍は， 織りの技術と共に， 女性にとっては教

養として身につけなければ、ならないものであり

小さい時から教育をうけた。 それと同時に， 当

時の女性の趣味の中で， 音楽と並ぶ重要な位置

を占めていたことが知られる。 長い キトンを身

につけ， 枠ばりをした布を片手に針をうごかす

婦人の圏には， 仕事として行なっている様子は

見られず， その優美な様には， 楽しみとして行

なっていることがうかがわれる。 よく用いられ

るそチーフであるギリシア ・ノfノレメットは，持îlJ

繍でなされ， 今日でいうサテン ・ ステッチが使

われ， バノレメットをうめていたということであ

るが， これらは形態と技術とが調和している好

例であると思われる。 刺繍は， 特に少部分への

文様づけに適している技法である。 また金 ・銀

糸によるこみいった柄づけもおこなわれており

金細工師という専門の職人がいて， そこに運ん
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で， 今日の東洋�îl持;告のような方法で， 布の中に

さし込んだり， 戸市の上にのせて， 糸でとめたり

した。 なお， “布の中にさし込む一"というよ

うな記述からもわかるように， 織りと刺繍との

区別がつけにくい場合も多々あるようで， tt織

りまたは刺繍による柄づけ"がなされていたと

いう記述が随所に見られる。

3) 染 柄
Houston はu染めによる柄づけは非常に自由

に行なわれ， その出来栄えもすばらしかった・

0下 IHfr) …多穂類の模様に広く適用された"17)と
のべている。 染描によっていたとしている文献

は少なく， どのような方法で柄を染めていたか

は明確ではない。 しかし， α自向に， 思いのま

まに行なうことのできる柄づけの方法" という

表現の中に， 制限のない絵師の自由な運筆がく

みとれるところから， 型染めや， スタンプ， ブ

ロックなどではなく， フリー ・ハンドによるも

のと思われる。 これは， 陶画の技法についてそ

の流れを見ると， 黒絵式から赤絵式への移行が

単に地と閣との色の交換ではなく， 絵の細部表

現の方法が全くちがったことと考え合わせて興

味探いことである。l潟i闘の細部表現が線刻から

線描へと移ることにより， 錐から筆に変り， デ

ィテールの微妙な表現を可能にしたのである。

陶聞はこのように線描になると， やがて絵師は

小さな空間から， 大きな空間を求めて陶器から
はなれることになるが， このような絵師の一部

が， 衣服地の文械を描くイ士事にも移ったのでは
ないか。 そのような職人の手にかかれば， 議絵
に見られるモチーフの描写は一層容易である。

査の曲部とちがい布は平面である。 さらに色彩
についても制限がなく， 仕事として面白味もあ
るのではないか。

染柄の最大のメリットは， 着分として織り上

がった布に文様をつける時， その方向が自由に

出来ることである。 必要な部分にだけ描くこと

も， 全体に描くことも思いのままであったにち

がいない。 柄をつける方法の中では， 最も簡単

で早くでき， 大量にっくり出すことも可能だっ

たといえよう。

結 び

以上のように考察をすすめて見ると， 形態と

して美しいドレープを表現しながら， 一方かな

り心をこめて， 織柄や刺事IIñ柄によって衣服を飾

っていたと思われる。 その文様モチーフは章受絵

や建築に控われるものと類似しており， さら削削l

もつと多くのモチ一フが使われていた。

キトンやヒマテイオンなどは， I当やベージュ

など生成りの色が使われていたとしても， それ

に加えて， 柄物や色物も使用されており， 布端

にボーダー柄がつけられる場合が多い。 そのボ

ーダーはあざやかな色でなされ， 若装上のアク

セントとなり， 波うつドレーフ。の終の輪郭を目

立たせるのに効果があった。

衣服地の製作， 文様づけには， 一家の女主人

があたり， 娘や女奴隷と共に作業をし， 同時に

技術の指導をしていた。 また刺繍は趣味として

もなされており， 精魂をこめて， すばらしいも

のを作ろうとしていたことがうかがえる。 今日

中国製のハンカチーフやテーブルクロスなどをと

見ると， ほそい糸をつかい， 細かい針闘で， 精

巧な技術をもってなされているものが多いが，

糸使いの様子を見ると， 細かい飛び柄でも， 裏

で糸i度りがないようにいちいち糸留めをしてい

る。 古代ギリシアでも， このような配11をしな

がら全体柄をも， 刺殺1ftで仕上げたのではないだ

ろうか。

古代ギリシアの衣服がグェステス(vestes)と

いわれるように， 長方形の単純な一枚の布であ

るならば， なおのこと， 着装上の変化のために

丈や幅をかえて帯結びに工夫をこらしただけで

なく， それでも不足する部分を補うために， 文

様づけがなされていたと考えられる。

設

1)ピサスは， 各様静典でもいろいろな見解がある。

当時は月半・木綿・絹というように分けず， ピサス

という材料と考えていたのではないか。 今日この

認が上記のいずれをさすかについてAmericanaで
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;土問パイプ/レにも度々社iてくるが， それはミイラ

をつつむ非常に高価な麻である" とし， F& W. 

Dictionary では 代ギリシアでは麻のことをさす"

としながらも， 日以前は高価な綿， 綿， リネンで

ある" といっている。 また研究社の大英和辞典で

は， 代1麻布 2木綿 3絹" という具合にいず

れでもよいような書き方である。

2) 同勢 p.25

3) 問�;: p司57

4) 同:;f，�: p.57 

5)麻は染色するのはむつかしいが漂白するのは割に

簡単で， しかも洗濯によって白さを潟す。 クラシ

ックJVlにおけるアテネの賞婦人は白を最上として

③呉 茂ー ギリシア神話新潮社1972

③潔柳大五郎 ギリシア神話と蜜絵 鹿島出版

1968 

⑦キトー， H. D. F (向坂箆訳〉 ギリシア人

効率書房 1974 

③ チャーノレズ・セノレトマン(藤井昇訳〉 古代の

女たち 富山湧 1973

⑨アロイス・リーグノレ〈長広敏雄訳〉 美術;儀式論

美術出版 1970 

⑩ノl、室{言蔵 一般図案法 丸善株式会怯 1921

。石仏i 彩 古代目良質Ii文化史 デザイン・センター

1959 

⑫丹聖子 郁 西洋服飾発達史 古代・ヰ1世編 光生

キトンのi也色を哀i白にしていた。 館 1964 

6)資の衣服があったかどうかについて， 丹野は 代ヒ ⑬ジェームス・レーグァー(飯田崎康監修〉 西洋

マチfヨンの色に背色……" とのべ Abrahams 服装史 洋販出版 1973

は 代グークフツレーがあったと思われなくもない" ⑬ Guhl， E. & Koner， W. 

とし， Norrisは彫像に青色がぬられている例をあ

げながらもαこのことが青色の衣服を立証すると

はいえない" としている。 だがインジゴがIRくか

ら世界各地で使用されていたことと， 緑色が， イ

ンジゴとサフランの混合からつくられていたとい

う記述から考えると， 青色もあったと思われる。

7)アラクネーの物語は， 呉茂一者「ギリシア神話j

p. p. 72�74 

8) I変革文様の特性及び発践については， 下地一丸事5

f忍冬庶主主によせる一考察j本学紀婆第一号に詳

しい

9) 同議: p.53 

10)問書p.103

11)間帯p.p. 75�78 

12)同議p.161 

13)呉茂一幸子「ギヲシア神話」。女神アテーナーについ

てはp. p. 68�74o三日己ヘレネーの織りについては

p. p. 402�404o 

14)同苦手p.96

15)同勢p.42

The Life of the Greeks and Romans 1889 

⑬Marjorie & Quennell， C. H. B. 

Everyday Things in Ancient Greece 1968 

⑬ Glaizer， R. 

A Manual of Historic Ornament 1926 

⑫ Speltz， A. 

The Style of Ornament 1959 

⑬ Meyer， F. S. 

A Handbook of Ornament 1957 

⑬ Christie， A. H. 

Pattern 0巴sign 1969 

⑫Mingazzini， P. 

Gr，巴ek Pottery Painting 1969 

@ Robertson， M. 

Greek Painting 1978 

⑫ Allen， A. 

The Story of Clothes 1967 

③ Thurstan， V. 

A Short History of Ancient Decorative 

Textiles 1954 

⑧Schuette， M. 

主要参考文献 A Pictorial History of Embroidery 1963 

⑧ Abrahams， E. B. 

①嘉門安雄編 西洋美術史婆説 古川弘文館r 1969 Greek Dress 1908 

②村田 潔編 ギリシア美術 学習研究社 1972 ⑧ Norris， H. 

③キ!回数之tf ギリシア 河出苦手房 1972 Costume and Fashion 1927 

③村・回数之1"G 英雄伝説を扱る 新潮社 1971 @ Houston， M. G. 
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Ancient Greek， Roman and Byzantine Costume 

& Decoration 1963 

⑧Hope， T. 

Costume of the Ancients 1875 

⑧Köhler， C. 

A History of Coslume 1963 

@ Black， J， A. & Garland， M. 

A History of Fashion 1975 

@ Osborne，日.

The Oxford Companion to the Decorative 

arts 1975 

@ Encyclopedia Ameriαna 1965 

[忽の転写は次の通りである。
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図 1， 図2， 図4 :参考文献⑬ 隠3， 図5， 図7

:参考文献⑫ 図8 :参考文献⑨ 関10， 関1 1: ;参
考文献⑬ 図12:参考文献⑧ 凶13 a， b， 図14 :参

考文献⑫ 関13 c-h :参考文献⑧ 図15:参考文

献③ 図16:参考文献⑥
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